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研究開発センターの活動 
 設置目的 
 
本センターは、我が国の保健医療福祉分野の課題に対して、学際的な観点から地域に根差した研究開発
を促進する研究拠点として活動するとともに、広く社会に貢献することを目指す。 
 
研究開発センターの方針 
 
研究開発センターは、その目的を達成するため、次の方針に基づき活動する。 
 １）学内の研究能力を高めるとともに、研究に関する相談・支援機能を強化する 
 ２）外部研究費による大型研究を中心に据えた研究活動を展開する 
 ３）高い能力をもつ研究者を配置する 
 
 その上で、２０１８年度は、以下に示す４事業を重点項目として取り組んだ。 
 ◆プロジェクト研究（継続２（プロジェクトＡ、Ｂ）、新規３（プロジェクトＤ、Ｅ、Ｆ））の実施 
 ◆研究開発センターシンポジウムの開催 
 ◆地域包括ケア推進セミナーの定期開催 
 ◆研究者支援として「研究支援ゼミナール」の定期開催 
 
組織 
 
研究開発センター長のもと、３名の教員および１０名の職員等で運営している。 
 
所属員 
 
研究開発センター長 鈴木 玲子 
 
教授 川越 雅弘        研究員（非常勤職員） 吉田 真季 
教授 飯岡由紀子        研究員（非常勤職員） 松本 佳子 
特任助教 廣田 千穂        研究員（非常勤職員） 河合 綾香 
研究員（非常勤職員）  南 拓磨 
事務局 
担当部長 白田 雅巳      研究補助員（非常勤職員） 海老原直子 
担当課長 北田 美穂      研究事務員（非常勤職員） 小助川亜依子 
主任 須田 光一             臨時職員  遠藤 美帆 
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 活動実績＜総括＞ 
 
１．プロジェクト研究の推進 
１）３年間取り組んできたプロジェクトのうち、研究最終年度を迎えたプロジェクトＡが最終報告書を、
次年度も継続するプロジェクトＢが中間報告書をそれぞれ作成した。また、この２件のプロジェクトの
研究成果の公表として、学術学会（国際学会２件 国内学会３件）への発表、学術論文への投稿（掲載
３件、投稿中１件）を行った。 
２）今年度より開始した３件のプロジェクトに、外部研究者をメンバーに加えた。 
３）プロジェクト全般に関してアドバイザー会議（２回/年）を開催したほか、プロジェクトＡおよびＢに
関し、研究成果取りまとめに向けた意見交換会を開催した。 
４）次年度より開始する新規プロジェクトの研究計画について、およびプロジェクト研究の社会への還元
方法について検討した。 
２．国・県・市町村との連携強化に向けた活動 
 １）地域包括ケア推進に向けた取組みとして、研究開発センターで位置づけた３本の柱に基づき、次に掲
げる事項を実施した。 
①保健医療福祉専門職および経営者、自治体職員、研究者らとの学びの場を目的とした「研究開発セン
ターシンポジウム２０１８」を１０月に開催し、３５０名の参加があった。（Ｐ.２７参照） 
  ②地域包括ケアに関わる関係者の実践力向上を目的とした「地域包括ケア推進セミナー」を定期開催し
（３回）、行政職や保健・医療・介護の専門職者等の参加があった。（資料１ 資料２） 
  ③地域産学連携センターが実施している、埼玉県内における生活支援サービスに関わる方と企業を結び
つける「地域包括ケアを推進するためのネットワーク会議」の運営に協力した。 
 ２）県や市町村の関係部署と積極的に意見交換し、協定書の取り交しや次年度の受託研究を調整した。 
３．学内研究活動の支援 
 １）大学内研究費（奨励研究費）を適切に管理・運営した。 
 ２）実験室・社会調査室の適切な管理・運営を行った。また、研究環境の整備を目的として、動物実験等 
  に関する学内規則等の見直しを行った。 
 ３）公募研究の支援として、公募情報の速やかな提供、文部科学省科学研究費申請の説明会および個別相 
  談会を実施した。 
 ４）研究力向上に対する取り組みとして、以下の４点を実施した。 
  ①抄読会を中心とした「研究支援ゼミナール」の定期開催（資料５） 
 ②大学院 FD 委員会主催の研修会への協力 
 ③臨床研究を学ぶ機会を提供する「研究推進セミナー」の開催（資料１ 資料４） 
 ④埼玉大学ダイバーシティ補助金事業による研修会情報の学内への広報と参加の促進 
４．その他  
 １）特任助教１名および研究員（非常勤）４名を配置した。 
２）プロジェクトを支援する目的で、研究アドバイザー（１名）を委嘱した。 
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 ５．センター所属員の研究活動 
１）競争的資金等の研究 
鈴木 玲子 研究開発センター長 教授 
2018 
～2021年度 
科学研究費助成事業     
（学術研究助成基金助成金）  
基盤研究(C)（一般） 
研究代表者
 
中堅看護師の教育力深化を目指したアクティブラーニ
ング型研修の開発と評価 
2016  
～2018年度 
科学研究費助成事業     
（学術研究助成基金助成金）  
基盤研究(C)（一般） 
研究分担者
地域包括ケアの充実に向けた家族への教育支援プログ
ラムの開発 
 
川越 雅弘 教授 
2017  
～2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費
等補助金            
（老人保健健康増進等事業分） 
委員長 
 
訪問・通所リハビリテーションのデータ収集システム
の活用に関する調査研究事業 
 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費
等補助金            
（老人保健健康増進等事業分） 
委員長 
 
介護サービス事業における社会参加活動の適切な実施
と効果の検証に関する調査研究事業 
 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費
等補助金            
（老人保健健康増進等事業分） 
委員長 
介護保険事業（支援）計画作成のための特別養護老人
ホーム・地域密着型サービス等のサービス見込量の推
計方法・確保方策等の検討に関する調査研究委員会 
 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費
等補助金            
（老人保健健康増進等事業分） 
委員長 
介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の見直しとデータ
の活用方法に関する検討委員会 
 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費
等補助金            
（老人保健健康増進等事業分） 
委員長 
第 8期に向けた介護人材の需給推計ワークシートの開
発に関する調査研究事業 
 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費
等補助金            
（老人保健健康増進等事業分） 
   委員  
地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた制度やサ-
ビスについての調査研究 
 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費
等補助金            
（老人保健健康増進等事業分） 
委員  
地域におけるリハビリテーションの活用促進を目指し
た調査研究委員会 
 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費
等補助金            
（老人保健健康増進等事業分） 
委員  
介護保険制度におけるサービスの質の評価に関する調
査研究事業 
 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費
等補助金            
（老人保健健康増進等事業分） 
委員 
地域におけるリハビリテーションの活用促進を目指し
た調査研究委員会 
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  2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費
等補助金            
（老人保健健康増進等事業分） 
座長  
地域支援事業における在宅医療・介護連携推進事業の
あり方に関する検討会 
2018  
～2019 年度 
厚生労働科学研究費補助金  
地域医療基盤開発推進研究事業 
研究代表者 在宅医療の提供体制の評価指標の開発のための研究 
2018  
～2020 年度 
厚生労働行政推進調査事業費補
助金 政策科学総合研究事業（政
策科学推進研究事業） 
研究分担者
保健医療福祉資格に共通して求められるコンピテンシ
ーの検証と教育カリキュラムの構築に関する研究 
2018  
～2020 年度 
厚生労働科学研究費補助金  
地域医療基盤開発推進研究事業 
研究分担者
在宅及び慢性期の医療機関で療養する患者の状態の包
括的評価方法の確立のための研究 
2018  
～2019 年度 
厚生労働科学研究費補助金  
長寿科学政策研究事業 
研究分担者
在宅医療・介護連携の質に関する評価ツールの開発と
検証 
2018  
～2020 年度 
厚生労働行政推進調査事業費補
助金 地域医療基盤開発推進研
究事業 
研究分担者
医療の変化や医師の働き方等の変化を踏まえた需給に
関する研究 
 
飯岡 由紀子 教授 
2014 
～2018 年度 
科学研究費助成事業     
(学術研究助成基金助成金)  
基盤研究(B) 
研究代表者
日本におけるがん看護外来のアウトカム評価指標の開
発とがん看護外来の有効性の検討 
2016 
～2018 年度 
科学研究費助成事業     
（学術研究助成基金助成金）  
挑戦的萌芽研究 
研究代表者
看護系大学の臨地実習における合理的配慮の構造化と
FD・SD プログラム開発 
2015 
～2018 年度 
科学研究費助成事業     
（学術研究助成基金助成金）  
基盤研究(C) 
研究分担者
看護基礎教育における主体性育成教育プログラムの開
発と教育効果 
 2018 年度 
公益財団法人 木村看護教育振興
財団 看護研究助成事業 
研究代表者
ホルモン治療中の乳がん患者のための PRO システム
(ii-navi)の効果 
 
２）受託研究
川越 雅弘 教授 
 2018 年度 埼玉県 埼玉県糖尿病性腎症重症化予防対策事業医療費抑制効果推計業務 
 2018 年度 埼玉県 埼玉県コバトン健康マイレージ効果検証業務 
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 ３）その他の活動 
   川越 雅弘 教授 
 
埼玉県川越市「川越市介護保険事業計画等審議会」審議委員 
埼玉県草加市「草加市地域包括支援センター等運営協議会」委員 
埼玉県志木市 地域包括ケア構築に関するアドバイザー 
埼玉県北本市 地域包括ケア構築に関するアドバイザー 
千葉県富津市 地域の支えあいの体制づくりに関するアドバイザー 
東京都「東京都在宅医療推進会議ワーキンググループ」委員 
東京都国立市「地域医療計画策定部会」副委員長  
大阪府「大阪府介護予防・生活支援サービス事業『通所型サービス C』ガイドライン作成に向けた検討会」委員長 
大阪府「在宅療養期におけるケアマネジメント強化に向けた手引き作成に関する検討会構成員」座長 
岡山県倉敷市 地域包括ケア構築に関するアドバイザー 
福井県南越前町 地域包括ケア構築に関するアドバイザー 
国立社会保障・人口問題研究所「研究プロジェクト」委員 
株式会社シーディーアイ「AI による自立支援・重度化予防のケアプラン開発におけるアドバイザリー」委員 
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資料１ 
セミナーの開催概要 
 
 
１．埼玉県立大学地域包括ケア推進セミナー（全３回） 
 
開催時期 テーマ（場所） 
第１回 2018 年 7 月 27 日 
在宅医療・介護連携の展開プロセスを学ぼう！           
（埼玉会館）
後援：埼玉県 P.７参照 
第２回 2018 年 11 月 24 日 
ファシリテーション力を高める ～創造的な場づくりを目指して～    
（埼玉会館）
共催：国立社会保障・人口問題研究所 一般会計事業「先進事例調査分析・
横展開による 自治体機能強化支援総合研究」   
後援：埼玉県 P.８参照 
第３回 2019 年 2 月 21 日 
自立支援のための方法論を学ぶ ～ADL/IADL の維持・向上に向けて～   
（埼玉会館）
後援：埼玉県 P.９参照 
 
 
２．埼玉県立大学研究推進セミナー 
開催時期 テーマ（場所） 
2019 年 3 月 23 日 
臨床実践をより良くする研究の発展に向けて  
―実践と研究のコラボレーション― 
（埼玉県立大学） 
共催：埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科 P.11 参照        
 
－　　－6
 
資料２ 
埼玉県立大学 地域包括ケア推進セミナー 
 
本セミナーは「地域包括ケアに関わる様々な関係者の実践力を高めること」を目的としています 
 
第１回 埼玉県立大学地域包括ケア推進セミナー 
 
テーマ  在宅医療・介護連携の展開プロセスを学ぼう！ 
日 時  ２０１８年７月２７日（金）１４：００～１６：００ 
場 所  埼玉会館 ラウンジ 
参加費  無料 
 後 援  埼玉県 
 
    プログラム 
   開会  
主催者あいさつ               萱場 一則（埼玉県立大学学長） 
本セミナーについて          川越 雅弘（埼玉県立大学大学院研究科・ 
研究開発センター教授） 
第１部 他地域の展開プロセスを学ぶ  
講演１ 横須賀市での取り組み 
「横須賀市における在宅医療・介護連携推進の取り組み  
～最期まで住み慣れた場所で～」 
川名 理惠子氏 (横須賀市健康部地域医療推進課） 
講演２ 柏市での取り組み 
「柏市における取り組み ～在宅医療と救急医療の連携から意思決定支援へ～」 
浅野 美穂子氏（柏市保健福祉部地域医療推進課） 
第２部 埼玉県の看取りの現状を把握する 
調査報告 「埼玉県の在宅看取りの現状と課題 
〜訪問看護ステーションおよび特別養護老人ホームの調査から～」 
山口 乃生子(埼玉県立大学保健医療福祉学部 
看護学科准教授） 
         閉会 
 
第１回地域包括ケア推進セミナーの様子
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第２回 埼玉県立大学地域包括ケア推進セミナー 
 
テーマ  ファシリテーション力を高める ～創造的な場づくりを目指して～ 
日 時  ２０１８年１１月２４日（土）１１：００～１６：００ 
場 所  埼玉会館 ３階３Ｃ会議室 
参加費  無料 
共 催  国立社会保障・人口問題研究所一般会計事業 
「先進事例調査分析・横展開による 自治体機能強化支援総合研究」 
後 援  埼玉県 
 
    プログラム 
    開会  
  主催者あいさつ 田中 滋（公立大学法人埼玉県立大学 理事長） 
本セミナーのねらいについて 
川越 雅弘（埼玉県立大学大学院研究科・ 
研究開発センター教授） 
第１部 講義 
           「ファシリテーション力を高める ～創造的な場づくりを目指して〜」  
ファシリテーター 鈴木 まり子氏 
（特定非営利活動法人日本ファシリテーション協会 フェロー） 
        第２部 グループワーク 
          閉会 
 
 
           第２回地域包括ケア推進セミナーの様子 
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第３回 埼玉県立大学地域包括ケア推進セミナー 
 
テーマ  自立支援のための方法論を学ぶ ～ADL/IADLの維持・向上に向けて～ 
日 時  ２０１９年２月２１日(木) １３：３０～１６：３０ 
場 所  埼玉会館 ７階７Ｂ会議室 
参加費  無料 
後 援  埼玉県 
 
   プログラム 
   開会  
第１部 平成３０年度報酬改定の意味を理解する 
          平成３０年度介護報酬改定のポイント－自立支援・重度化防止を中心に－  
川越 雅弘（埼玉県立大学大学院研究科・研究開発センター教授） 
 
         第２部 リハ職の評価の視点・方法を学ぶ 
                    講演１ 歩行・移動に課題を有する生活障がい者に対する評価 
および介入の方法について 
            講演者 菊地 裕美氏  
（介護老人保健施設一心館 訪問リハビリ担当係長 理学療法士/ 
埼玉県理学療法士会 災害対策委員会委員長） 
講演２ IADL に課題を有する生活障がい者に対する評価・介入の方法について  
講演者 茂木 有希子氏 
（埼玉県作業療法士会 副会長 / ㈱ハート&アート 代表取締役） 
                      質疑応答 
 
第３部 事例検討(グループワーク） 
            事例提供/解説者 染谷 和久氏 
（医療法人真正会 霞ヶ関南病院情報管理部門課長 専門理学療法士） 
         閉会 
 
                       第３回地域包括ケア推進セミナーの様子 
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「本セミナーのねらいについて」 
埼玉県立大学大学院／研究開発センター 
川越 雅弘 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 県の協⼒（後援など）を受けて、県内市町村や関係団体に本学の
取組みを広く周知していく。
 ３つの柱の実践を通じて、今後、県内市町村への個別⽀援に展開し
ていく。
【H30実績】 10/6開催
テーマ ｢地域包括ケアの深化に向けた
諸課題と対応策｣
講演者
⽥中 滋 ：県⽴⼤学理事⻑
迫井正深：厚労省審議官
⻫藤正⾝：医療法⼈真正会理事⻑
野﨑伸⼀：厚労省⽣活困窮者
⾃⽴⽀援室⻑
川越雅弘：県⽴⼤学教授
参加者:約350⼈
【⽬的】国の施策の動向や⽅向性，
基本的考え⽅などを学ぶ
地域包括ケアを推進するための３つの柱
－本セミナーの位置づけとは－
研究開発センター
シンポジウム（H28〜）
地域包括ケア推進セミナー
（H30〜）
【⽬的】地域包括ケアに関わる関係者
の実践⼒を⾼める
【⽬的】地域資源の開発を通じて実践
者への⽀援体制を強化する
【H30実績】
第1回（7/27開催）
「在宅医療・介護連携の展開プロセ
スを学ぼう！｣ 参加者:107名
第2回（11/24開催）
｢ファシリテーション⼒を⾼める｣
参加者:65名
第3回（2/21開催）
｢⾃⽴⽀援のための⽅法論を学ぶ｣
参加者:79名
【H30実績】
第1回（9/4開催）
今後の進め⽅に関する打合せ会議
第2回（11/30開催）
｢住⺠の困りごと/⽀援ニーズを知ろう｣
参加者:92⼈
第3回（H31.2/15開催）
｢企業・組織の活動内容を知ろう｣
参加者:125⼈
地域包括ケアを推進するための
ネットワーク会議（H30〜）
今後の展開
今回のテーマの選定理由とは
国の施策動向の把握
（関係者に期待される
役割とは何か）
現状分析
（個別事例，既存データ，
アンケート等の分析）
課題解決に向けた
⽅法論の内部検討
関係者を交えた
多職種・多主体会議
（各種協議体，地域ケア
推進会議等）
モニタリング
(経過確認)
評価
(現状維持/修正)
解決すべき
地域課題の抽出
1. 地域課題を把握する⼒（⇔地域課題に関する情報提供，データ分析結果の紹介などを⾏う予定）
2. 地域課題を関係者間で共有する⼒（⇔ファシリテーション⼒強化に向けた研修を⾏う）
3. 各地の事業展開プロセスを学び，⾃地域で展開する⼒
（⇔先進事例の紹介，市町村等での直接⽀援を⾏う予定（希望される地域等に対して））
地域課題⼒を向上させるために必要な要素とは
資料３ 
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資料４ 
埼玉県立大学 研究開発センター研究推進セミナー概要 
 
テーマ  臨床実践をより良くする研究の発展に向けて ー実践と研究のコラボレーションー 
日 時  ２０１９年３月２３日(土) １３：００～１６：００ 
場 所  埼玉県立大学 北棟３４３ 
参加費  無料 
共 催  埼玉県立大学 保健医療福祉学部 看護学科 
 
開催趣旨 
    臨床実践をより良くするためには、臨床家と研究者の共同研究を推進していくことが重要です。 
    本セミナーでは実際に共同研究をされている実践家や研究者双方から研究のプロセスや連携に
ついてご紹介いただき、パネルディスカッションを行います。大学と病院、教員と実践家などの
連携による研究の発展を目指して、その連携の在り方について検討します。 
 
   プログラム 
  開会 
  挨拶 田中 滋（公立大学法人埼玉県立大学 理事長） 
 
【座長】 飯岡 由紀子（埼玉県立大学 大学院研究科・研究開発センター教授） 
 添田 啓子（埼玉県立大学 保健医療福祉学部看護学科教授） 
      【パネリスト】 
            「臨床現場における実践者および研究者としての研究の実際」 
                         松原 康美氏 
（北里大学看護学部准教授／北里大学病院 がん看護専門看護師） 
            「臨床における研究活動の実際 ～がん専門病院の実例を通して～ 」  
                         市川 智里氏 
（国立がん研究センター東病院看護部看護師長がん看護専門看護師） 
             「臨床現場で看護研究を推進するための取り組み 
～看護学部と看護部の協働を模索する～」 
                         山内 典子氏 
（東京女子医科大学八千代医療センター 精神看護専門看護師） 
            「オレムセルフケア理論を臨床で活用するための大学との協働 
                                   ～臨床に根付かせるための研究としての取り組み～」 
                         近藤 美和子氏 
（埼玉県立小児医療センター看護部・外来 小児看護専門看護師） 
        質疑応答 
        全体討議 
 
       挨拶            萱場 一則（埼玉県立大学 学長） 
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資料５ 
研究支援ゼミナール 
  
 ２０１８年１２月より月２回の文献抄読会をゼミナールとして開始した。今年度は、「研究や事例に関
する討議を通して、医療や研究の理解を深める」ことを目指して、文献クリティークを中心に実施した。 
 
 
  日時 参加者 
第１回 
2018 年 12 月 7 日
18:00～19:30 チェックシートを用いたクリティーク（介入研究） 
 
6 名 
第２回 
2018 年 12 月 21 日 
18:00～19:30 アウトカムモデルを用いたクリティーク（介入研究） 
 
3 名 
第３回 
2019 年 1 月 18 日 
18:00～19:30 サブストラクションを用いたクリティーク（介入研究） 
 
4 名 
第４回 
2019 年 2 月 1日 
18:00～19:30 チェックシートを用いたクリティーク（郵送調査） 
 
7 名 
第５回 
2019 年 2 月 15 日 
18:00～19:30 アウトカムモデルを用いたクリティーク（郵送調査） 
 
6 名 
第６回 
2019 年 3 月 1 日 
18:00～19:30 サブストラクションを用いたクリティーク（郵送調査） 
 
5 名 
第７回 
2019 年 3 月 22 日 
18:00～19:30 チェックリストを用いたクリティーク（レビュー） 
 
 
 
 
 
 
 
                       第５回 研究支援ゼミナールの様子 
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